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モバイルWebアプリケーション
Mobile Internet Toolkitの利用

はじめに

これまで本連載では、Webアプリケ

ーションを構築するために必要な要素

を順次解説してきました。Webフォー

ムの活用によるWebユーザーインター

フェイス（UI）の作成や、ADO.NETに

よるデータアクセス手法などは、Web

アプリケーションを支える技術の中で

も、重要な位置を占める技術群でした。

昨今、Webアプリケーションの利用

環境の幅は広がりつつあります。Web

ブラウザを用いたPCからのWebアクセ

スが中心だった数年前に比べて、現在

ではi-modeをはじめとする携帯電話か

らのアクセス、PDAなどの携帯型ター

ミナルからのアクセスなど、その利用

環境は多種多様になっています。

これまでの本連載の中で紹介してい

るようなコマースサイトなどは、多く

のチャネルに対してアプローチを行な

うことでシステムとしての有用性を向

上することができます。

しかし、これまでの技術で、たとえ

ば携帯電話へのWeb UIの提供を行な

おうとすると、さらに多くの技術を学

び、各々のデバイスごとにソフトウェ

アを用意しなければなりませんでした。

マイクロソフトでは、企業活動にお

けるひとつの方向性として、以下のよ

うなメッセージを掲げています。

「いつでも、どこでも、どんなデバイス

でも、優れたソフトウェアとサービスの

提供により人々に力を与えてゆこう」

これを.NETのビジョンに基づき実現

してゆくために、ASP.NETにおいては、

さまざまな機能が提供されています。

そのひとつが、今回ご紹介する「Micro-

soft Mobile Internet Toolkit」（以下

MMIT）です。このMMITはASP.NET

のWebフォームを拡張した機能をもち、

それを用いることで、一度Web UIをデ

ザインしてしまえば、ほとんどの携帯

端末からWebアプリケーションを利用

できるようになります。

では、実際にどのような仕組みであ

るのか、どのように実装してゆけばよ

いのかを順を追って見てゆくことにし
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ましょう。

MMITで
できることは？

MMITを、使用している開発環境、

もしくは実稼働環境へ導入することで、

ASP.NETのWebフォームの機能を拡

張できます。この拡張により、今まで

Internet Explorer（以下IE）をはじめ

とするWebブラウザ環境にのみ展開さ

れていたWebアプリケーションを、さ

まざまな携帯端末に向けて公開するこ

とができるようになります。

なお、このMMITは、.NET Frame

work SDKを導入しただけでは利用で

きません。マイクロソフトのWebサイ

トからMMITをダウンロードし、利用

したい環境にあらかじめセットアップ

しておく必要がありますので、注意し

てください。

このMMITを利用することでサポー

トされるデバイスには、J-Phone/NTT

ドコモなどの、携帯電話端末、Open

Wave Browser、Sharp PDA Browser

（Zaurus）、Microsoft Mobile Explorer、

Palm MyPalm Browser on Palm VIIな

どがあります（詳細なサポート機種に

ついては、コラム1で説明しているURL

で確認してください）。既存の、インタ

ーネットへアクセス可能なデバイスの

ほとんどが含まれていると言ってもよ

いでしょう。このため、今までデバイ

スごとに用意することが多かった仮想

ディレクトリ（“http://domain.com/i/”

や“http://domain.com/ez/”といっ

た機種に依存したURLの提供）やコン

テンツ変換のためのミドルウェアの導

入を行なうことなく、Webコンテンツ

をモバイルデバイス上へ展開すること

ができます。

MMITの仕組み

MMITでは、ひとつのコントロール

を配置することによってすべてのデバ

イスへのレンダリングを実現していま

す。これは、クライアントデバイスか

ら送信される「HTTP_USER_AGENT」

というHTTPヘッダの値を取得するこ

とによって、適切な描画を行なう仕組

みを使っています。適切な描画とは、

デバイスごとに異なる「画面サイズ」

「キャッシュ可能なメモリサイズ」「カ

ラー表示の可否」「レンダリング言語

（cHTML/WML/HTMLなど）」を判断

し、クライアントへコンテンツを提供

することを意味します。

これらの設定情報は、ASP.NETの設

定ファイルであるMachine.configとい

うXMLベースのドキュメント内にすべ

て記述されています。

ある特定のデバイスからのリクエス

トが発生すると、以下のような手順で

画面の描画が行なわれ、レスポンスを

返すように構成されています（図1）。

モバイルWebアプリケーション

MMITでは、現存する最新の機種へ逐次対応してゆくために、「Device Update」

というモジュールを提供しています。現在、最初のアップデートである「Device

Update 1」が提供されています。このモジュールを.NET Framework SDKおよび

MMITが稼動している環境へ導入することで、NTTドコモのFOMA端末などもサポ

ートされるようになります。

以下のサイトで対応機種などの情報も入手できるようになっていますので、開発方

法とあわせて参考にしてください。

sMicrosoft Mobile Internet Toolkit Device Update1ホームページ

http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/device/mitdrivers.asp
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図1：MMITの動作の仕組み




